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1. 講義の趣旨 
電子ジャーナルや電子ブックの提供が進んだ現在においては、大学図書館の主たる資料

は電子資料といっても過言ではない。したがって、これまでのように Web サイト上に電子

ジャーナルや電子ブックのリストを並べるだけでは十分なサービスとは言えない。また、

受験生が大学の情報を得るのも Web、大学生が就職活動で企業の情報を得るのも Web とい

うように、Web サイトの印象が組織自身の印象となっている。大学や企業はこのことをよ

く知っており、組織の顔としての Web サイトデザインに力を入れている。組織の顔である

以上、そこには組織の理念や特徴はもちろん、Web サイトにおける直接サービスの提供お

よび実世界における波及効果まで、組織としての経営戦略が Web サイト上に表われる。 
翻って大学図書館はどうであろうか。主力商品である資料の大部分が電子化されつつあ

るにも関わらず、いまだに多くの図書館は Web サイトをおまけ扱いしており、図書館サー

ビス全体の中での優先度は高くない。Web サイトが図書館の顔であることを意識し、電子

サービスの効果はもとより、館のサービスへの波及効果も考えにいれて電子図書館をデザ

インしなければならない。そのためには、電子図書館構築を単なるシステム導入ととらえ

るのではなく、図書館サービス全体のなかでどう戦略的に位置づけるかという電子図書館

マネジメントとして考える必要がある。 
 
2. 筑波大学電子図書館システムのリプレースを通じて 

本質的なのは新しいパラダイムに移行する意志があるかどうか。 
コンセプトが重要 
リソースオーガナイザの提案 

パラダイム移行を妨げる要因 
同じ業務システムにしておけばよいだろうという保守性 
システムベンダーへの依存 
OPAC 第一主義の利用者サービス 

ソフトウェアの寄せ集め 対 統合システム 
ソフトウェアを寄せ集めただけではシステムにはならない。呼びたくない。 
業務システムから電子情報資源管理までトータルにサービスするシステム 
トータルシステムの意味が昔とは違う。 

ページデザインについての議論 
コンピュータの画面はとても狭い。画面構成のパーセンテージにこだわること 
お知らせと開館カレンダーの呪い 
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画面の 80%がお知らせを占めているサイトがある。 
リプレース後の考察、次期システムリプレース（2010 年 3 月）に向けて 

 
3. 電子図書館システムの運用 

情報処理センターのサービス手法に学ぶ 
システムのメンテナンスは図書・雑誌のメンテナンスとは全然違う。 
システムは仕様どおりには動かないもの。稼動直後のチューニングが勝負 

迅速性第一のクレーム対応 
次の日直っていなければ顧客は逃げる。 
現場レベルで判断しないと間に合わない。 
図書館内部の問題は顧客には無関係 

沈黙する顧客 使われないシステム 
一人のクレームは全員のクレームだと思え。（大げさではなく） 
黙っているからといって問題がないわけではない。 
顧客は黙ってシステムを見捨てるものである。 
システムトラブルはコピー機が故障したのとはわけが違う。 

アクセスパスの問題 
情報発信型のサイトはトップページから順番にアクセスされる単一パスと思って

も差し支えないが、情報ツール型は何通りものアクセスパスがある。 
アクセスパスコントロールが重要 

ページ構成イコールアクセスパスではない。 
メインストリートとなるべきアクセスパスを裏道にしないこと。 
顧客ごとに使うアクセスパスは異なる。 

ワンクリックにこだわれ 
クリックが 1 回多いだけで使いにくいシステムと感じるもの。システムの都合（あるいは

業者の言い訳）のせいにしないこと。ツークリックの差は致命的。 
 
4. 電子図書館サービスは何をするものか？ 

館（やかた）のための情報発信を行っていた時代(Web1.0) 
World Wide Web が登場した頃は、ホームページを持つことがまず目標とされ、館

の情報を発信するということが中心であったが、WWW 登場以来 10 年が経過した

今、もはや情報発信だけでは済まない。WWW をひとつの情報ツール（複数のソ

フトウェアが連携して動作する統合環境）と捉えるべきである。 
図書館サービス全体に対して電子図書館サービスの占める割合 

来館者数とアクセス数を単純に比較するというわけにはいかないが、潜在的には

ネットワークを介してアクセスしてくる利用者のほうが多いだろう。図書館サー

ビス全体のなかで電子図書館サービスはどのような位置づけにあるのかを考え、
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戦略を立てるべきである。 
Google を越えて 

何かを調べるとき、学生の多くは Google を最初に使うと思われる。電子図書館を

使うときもあるが、ほとんどが OPAC を検索するだけである。（しかし、本当にそ

うだろうか） 
館の情報と OPAC だけ提供すればよいというパラダイムをそろそろ変えるべき。 
局所的に見るなら、図書館ポータルのようなシステムを構築し、顧客を増やすこ

とを考えればよいが、顧客からみてこれは最適解だと言えるのか？ 
Web 全体からみれば、Google も電子図書館もサービスノードの一つにすぎない。

その中で電子図書館というサービスノードが果たす役割は何かという視点で戦略

を立てなければ、顧客を獲得することは難しい。 
インターネット上のどこのサイトから出発しようが、必ず電子図書館というサー

ビスノードを通るということになれば、図書館は Web 環境の不可欠のプレイヤー

として生き残ることができる。 
出発点や終着点にこだわる必要はない。Google が出発点でもよい。人がたくさん

集まる場所に広告をだすのが効果的なように、人がたくさんアクセスするサイト

から電子図書館に誘導することを考える。 
電子図書館の顧客にも種別がある。 

当たり前のことだが、電子図書館の利用者も来館者同様、学部学生、大学院生、

教員など様々な利用者がいる。しかし、ネットワークの向こう側にいて姿が見え

ないと、みんな同じサービスでよいと思ってしまう。 
最近、「在学生向け」「一般者向け」というようなリンクボタンを設け、利用者の

種別ごとに誘導したつもりになっているサイトをよく見かける。しかし、そのほ

とんどは項目を少し省いたり、加えたりしているだけで本気で種別を意識してい

るわけではない。むしろ、欲しい情報は別のカテゴリに入っていて、よけいな手

間が発生する。 
 
5. 機関リポジトリ 

電子図書館と機関リポジトリって別物なのか。 
機関リポジトリの位置づけ 

図書館にコンテンツが戻ってきた。 
予想していたよりずっと面白い。 

孤立したコンテンツと関連したコンテンツ 
書店は 1 冊 1 冊にこだわり、図書館はコレクションにこだわる。ディジタルコン

テンツでも同じこと。 
CSI 事業について 
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6. Web2.0 の時代とは 

「もはや”Web”ではない」：初期の Web とは別物であるという明確な意識を持った。 
Web2.0 という言葉自体は「はやり言葉(buzzword)」であるが、Web1.0 とは別物であ

ると思うに至った現象は本当である。（別物だと思わせた何かがあるということ） 
図書館だって電子ジャーナル登場以前と登場以後では明らかに別物である。 
Library2.0 は Web2.0 のはやりにのったといえるが、図書館サービスのバージョンを

あげようという図書館関係者の意識は本物である。 
Web2.0 の特徴（別物であると思わせた何かとは？） 

ティム・オライリーの論文 
ユーザ指向（ユーザの手による情報整理、リッチなユーザ体験、貢献者とし

てのユーザ、ユーザ参加）  
ロングテール、集合知、オープンソース、多様なサービス技術  

Google, Amazon, Yahoo, Wikipedia, mixi, OKWave 
Library2.0 の特徴とは？ （図書館サービスのバージョン 2 とは？） 

Web2.0 と同じくユーザ指向であることは間違いない。しかし、そのユーザ指向の

中身まで Web2.0 と同じかどうかはわからない。たぶん違うもの。 
「図書館はずっとユーザ指向だった」というのは本当？ 
電子サービスを当たり前のサービスにすること 
電子図書館：ハイブリッドライブラリからネットワークライブラリへ 

気の早い人は Web3.0 とか言っているが、Library3.0 とは何でしょう。 
 
7. Web2.0 時代の図書館サービス 

One Stop ポータルという考え方はもう古い。 
One Stop なんて無理。世間には One Stop だらけ。 
人は玄関ではなく居間（リビング）で生活する。 

ポータルを部品のひとつにする。 
Google も部品のひとつである。 
Amazon も部品のひとつである。 
利用者の知的活動の過程を記録、支援するポートフォリオ型システム 

 
8. 次期システムの設計 

次期システム企画書：知識創造型図書館 
次世代 OPAC と SaaS 型サービスの登場 
現行システムの問題点をどこまで解決できるか。 
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用
者

は
検

索
レ
ス
ポ
ン
ス
に
対

し
て
敏

感
で
あ
り
、

往
々
に
し
て
最

優
先

事
項
と
な
る

往
々
に
し
て
最

優
先

事
項
と
な
る
。


検
索
レ
ス
ポ
ン
ス
は
累
積
時
間
と
し
て
認
識
さ
れ
、
ひ
ど
く
遅

く
感

じ
る
。


そ
の

結
果

、
遅

い
と
い
う
理

由
だ
け
で
使

わ
な
い
。


利
用
者

は
た
か

だ
か

1
0
程

度
の

検
索

結
果

中
に
求
め

る
情
報
が

あ
る
こ
と
を
期
待
す
る

る
情
報
が

あ
る
こ
と
を
期
待
す
る
。


検

索
結

果
が

多
い
と
、
絞

り
込
む
こ
と
が

い
や
に
な
る
。


そ
の

結
果

、
機

能
自

体
が
劣

っ
て
い
る
と
思
い
込

む
。


デ
ザ
イ
ン
を
変

更
し
て
ク
レ
ー
ム
が

お
さ
ま
っ
た
。

2
0
0
9
/7

/1
4

1
4

2
0
0
9
/7

/1
4

1
5

現
行

T
U

LI
PS

の
反

省
と
知

見
（
ま
と
め
）


ポ
ー
タ
ル

は
も
う
古

い
。
（
完

全
否
定

で
は

な
い
）


世

間
に
は

ポ
ー
タ
ル

だ
ら
け
。


大
事
な
の
は
「
玄
関
」
じ
ゃ
な
く
て
「
リ
ビ
ン
グ
」


利
用

者
の

サ
ー
ビ
ス
認

知
は

恐
ろ
し
く
低

い
。


シ
ス
テ
ム
デ
ザ

イ
ン
が

そ
れ
に
応

え
ら
れ

て
い
な
い
。


ソ
フ
ト
ウ

ア
の

寄
せ

集
め
だ
か
ら


ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の

寄
せ

集
め
だ
か
ら
。


シ
ス
テ
ム
の

限
界

が
サ

ー
ビ
ス
の

限
界

2
0
0
9
/7

/1
4

1
6
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次
期
シ
ス
テ
ム
に
向
け
て


2
0
1
0
年

3
月

リ
プ
レ
ー
ス
予

定


現
行
の
シ
ス
テ
ム
よ
り
当
然
よ
い
シ
ス
テ
ム
を


時
間
を
か
け
て
議
論
す
る
必
要
が

あ
る
。


企
画
書
作
成
（
予
算
獲
得
と
館
内
合
意
の
た
め
）


隠
れ
た
成
果
（
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
意
識
の
高
ま
り
と
議
論
の

土
台

が
で
き
た
）

土
台

が
で
き
た
）


利
用
者
調
査


仕
様
策
定
（
ち
ょ
う
ど
終
わ
っ
た
と
こ
ろ
）

2
0
0
9
/7

/1
4

1
7

企
画
書
段
階
に
お
け
る
コ
ン
セ
プ
ト


知
識

創
造

型
図

書
館


図
書
館
シ
ス
テ
ム
を
使
っ
て
学
習
す
る
（
知
的
生
産
）


バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン
：
外
部
に
存
在
す
る
価
値
を
取
り
込
む
。


シ
ン
プ
ル

＆
ス
ピ
ー
ド


イ
ン
タ
フ
ェ
ー
ス
独
立
、
機
能
モ
ジ
ュ
ー
ル


次

期
電

子
図

書
館
シ
ス
テ
ム
企

画
書
を
参

照


次
期

電
子

図
書

館
シ
ス
テ
ム
企

画
書
を
参

照


ほ

ぼ
1
年

が
か

り
で
館

内
で
議
論


館

内
合

意
、
ヒ
ア
リ
ン
グ
対
応

、
業

者
対

応


電

子
図

書
館

の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ス
テ
ー
ト
メ
ン
ト

2
0
0
9
/7

/1
4

1
8

次
期
シ
ス
テ
ム
（
筑
波
大
学
）

1
. 
文
献
へ
の
距
離
が
遠
い

検
索
を
何
度
も
繰
り
返
す
必
要
が
あ
る

検
索
を
何
度
も
繰
り
返
す
必
要
が
あ
る

到
達

ま
で
の
ク
リ
ッ
ク
数
が
多
い

2
. 
操
作
が
複
雑

イ
ン
タ
フ
ェ
ー
ス
が
悪
い

3
. 
文
献
を
入
手
し
て
終
わ
り

入
手
後

の
ア
フ
タ
ケ
ア
ー
が
不
十
分

2
0
0
9
/7

/1
4

1
9

次
期
シ
ス
テ
ム
（
筑

波
大

学
）

1
. 
文

献
へ
の
距
離
が
遠
い

検
索
を
何
度

も
繰
り
返
す
必
要
が
あ
る

1
. 
文
献
へ
最
短
距
離

で
到
達

現
行
シ
ス
テ
ム

学
術

情
報

ポ
ー
タ
ル

情
報
資
源
へ

の
案

内
E
J,

 D
B
単
位

で
検

索

機
関
リ
ポ
ジ
ト
リ

検
索
を
何
度

も
繰
り
返
す
必
要
が
あ
る

到
達
ま
で
の
ク
リ
ッ
ク
数
が
多
い

2
. 
操

作
が
複
雑

イ
ン
タ
フ
ェ
ー
ス
が
悪
い

1
. 
文
献

最
短
距
離

で
到
達

2
. 
操

作
が
簡
単

シ
ン
プ
ル
な
イ
ン
タ
フ
ェ
ー
ス

機
関
リ
ポ
ジ
ト
リ

コ
ン
テ
ン
ツ
の

蓄
積

3
. 
文

献
を
入
手
し
て
終
わ
り

入
手
後
の
ア
フ
タ
ケ
ア
ー
が
不
十
分

3
. 
文

献
を
テ
ー
マ
ご
と
に
管
理

コ
ン
テ
ン
ツ
の
関
連
付
け

2
0
0
9
/7

/1
4

2
0

次
期
シ
ス
テ
ム

個
人

環
境

研
究

テ
ー
マ
・
講

義
文

献
単

位
で
管

理

機
関

リ
ポ
ジ
ト
リ

機
関

リ
ポ
ジ
ト
リ

コ
ン
テ
ン
ツ
の

活
用

現
行
シ
ス
テ
ム

学
術

情
報

ポ
ー
タ
ル

情
報
資
源
へ
の
案
内

E
J,

 D
B
単
位
で
検
索

機
関

リ
ポ
ジ
ト
リ

機
関

リ
ポ
ジ
ト
リ

コ
ン
テ
ン
ツ
の

蓄
積
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次
期
シ
ス
テ
ム
（
筑
波
大
学
）

機
関

ポ
ー
タ
ル

（
玄

関
）
か

ら
リ
ビ
ン
グ
へ

蓄
積
か
ら
利
用
へ

快
適

な

機
関

蓄
積

コ
ン
テ
ン
ツ
の

関
連

付
け

Ri
ch

bu
t  
Co

m
pl
ex

Si
m
pl
e
an

d 
 Q
ui
ck

2
0
0
9
/7

/1
4

2
1

次
世
代

O
PA

C
の

登
場


厳

密
な
定

義
は

な
い
：
「
W

eb
サ

ー
ビ
ス
技

術
を
用

い
、
様

々
な
付

加
価

値
を
つ
け
た

O
PA

C
」


付
加

価
値

の
例


印

刷
媒

体
、
電

子
媒

体
を
一

括
検

索


一
次
情
報
（
全
文
）
へ
リ
ン
ク


表

紙
画

像
等

の
付

加


表
紙

画
像

等
の
付

加


ク
ラ
ス
タ
リ
ン
グ
、
タ
グ
ク
ラ
ウ
ド
、
ブ
ラ
ウ
ジ
ン
グ
支
援


絞

り
込

み
検

索
、
適

合
度
検

索
な
ど
多
面

的
検
索


サ

ジ
ェ
ス
ト
、
レ
コ
メ
ン
ド
機
能
、
S
N

S
対

応
、
R
S
S
対

応


個
人
用
文
献
管
理
、
洗
練

さ
れ
た
イ
ン
タ
フ
ェ
ー
ス

2
0
0
9
/7

/1
4

2
2

次
世
代

O
PA

C
の
導
入
事
例


ア
イ
オ
ワ
州
立
大
学
、
ア
イ
オ
ワ
大
学

(P
ri
m

o
)


シ
カ
ゴ
大
学

”L
E
N

S
”(

A
q
u
a 

B
ro

w
se

r)


ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
立
大
学

(E
n
co

re
)


プ
リ
マ
ス
州

立
大

学
(S

cr
ib

lio
)


ジ
ョ
ー
ジ
ア
公

共
図

書
館

(E
ve

rg
re

en
)


筑
波
大
学

[実
験

](
V
u
fi
n
d
)


導
入
事
例
リ
ン
ク
集


h
tt

p
:/

/d
w

sv
.l
ib

ra
ry

.o
sa

ka
-u

.a
c.

jp
/p

it
t_

re
p
o
rt

/p
it
t2

0
0
8
0
3
n
g
c.

h
tm

l

2
0
0
9
/7

/1
4

2
3

何
が

「
次

世
代

」
な
の

か


こ
れ

ま
で

O
PA

C
と
は

「
所

蔵
し
て
い
る
」
「
印

刷
体

」
の

書
情

情
書

誌
情
報

、
所

在
情
報
を
蓄
積
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。


図

書
が

中
心


雑

誌
は

冊
子

体
単

位
（
電
子
ジ
ャ
ー
ナ
ル
は
論
文
単
位
で
検
索
）


eリ

ソ
ー
ス
は

O
PA

C
で
検

索
で
き
な
い

（ほ
と
ん
ど
の

O
PA

C
)


外

部
の
情

報
資

源
は

「
所

蔵
」で

は
な
い
の

で
O

PA
C


外

部
の
情

報
資

源
は

「
所

蔵
」で

は
な
い
の

で
、
O

PA
C

に
収

録
さ
れ

な
い
。


し
か
し
、
利

用
の

観
点

か
ら
は
全

て
図
書

館
“
所

蔵
”
の

資
料

に
見

え
る
。

O
PA

C
概
念
の
再
規
定

2
0
0
9
/7

/1
4

2
4

次
期
シ
ス
テ
ム

個
人
環
境

研
究
テ
ー
マ
・
講
義

文
献
単
位
で
管
理

リ
ポ
ジ
ト
リ

現
行
シ
ス
テ
ム

学
術

情
報

ポ
ー
タ
ル

情
報
資
源
へ
の
案
内

E
J,

 D
B
単
位
で
検
索

機
関
リ
ポ
ジ
ト
リ

リ
ポ
ジ
ト
リ

コ
ン
テ
ン
ツ
の

活
用

機
関
リ
ポ
ジ
ト
リ

コ
ン
テ
ン
ツ
の

蓄
積
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次
世
代

O
PA

C
の

ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ


優
雅
な
水
鳥
の
ご
と
く
。


水
面
上
は
滑
ら
か
に
、
水
面
下
で
は
激
し
く
足
を
動
か
す
。

洗
練
さ
れ
た
イ
ン
タ
フ
ェ
ー
ス

横
断
検
索

クラ

タグ

レ

A
P
I

A
P
I

旧
O

PA
C

（
蔵

書
目

録
）

電
子

ジ
ャ
ー
ナ
ル

（
学

外
）

各
種

D
B

（
学

外
）

ラスタリング

グクラウド

レコメンド

ＳＮＳ

リ
ン
ク
リ
ゾ
ル

バ

A
P
I

A
P
I

A
P
I

A
P
I

A
P
I

2
0
0
9
/7

/1
4

2
5

次
世
代

O
PA

C
の

可
能

性


バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン
：
図
書
館
は
外
部
に
存
在
す
る
価
値
を

取
り
込
み
、
付
加
価
値
を
与
え
て
提
供
す
る
。


利
用
者
は
こ
れ
ま
で
ど
お
り
、
図
書
館
が
提
供
し
て
く
れ
る

資
料
を
利
用
し
て
い
る
つ
も
り
で
あ
る
が
、
シ
ス
テ
ム
は
別

物
に
な
っ
て
い
る
。


利
用
者
の
図
書
館
に
対
す
る
イ
メ
ー
ジ
（
図
書
館
と
い
え

ば
O

PA
C
だ
ろ
う
）
を
利
用
し
て
、
新
し
い
サ
ー
ビ
ス
を
盛
り

込
む
こ
と
が

で
き
る
。


真
の
意
味
で
入
口
（
ポ
ー
タ
ル
）
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。


図
書
館

W
eb

サ
イ
ト
の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
デ
ザ
イ
ン

2
0
0
9
/7

/1
4

2
6

仕
様
書
に
関
し
て


S
im

p
le

 &
 Q

u
ic

kの
具
体
化


検
索
結
果
か
ら
ダ
イ
レ
ク
ト
に
文
献
を
入
手
で
き
る
よ
う
、
複

数
の
サ
ー
ビ
ス
ボ
タ
ン
を
用
意

し
た
。


S
aa

S
の
項
目
を
入
れ
た
。


ク
ラ
ウ
ド
・
コ
ン
ピ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
一
形
態


図
書
館
サ

ー
ビ
ス
の

S
aa

S
化

（ク
ラ
ウ
ド
化

）


図
書
館
サ

ビ
ス
の

S
aa

S
化

（ク
ラ
ウ
ド
化

）


リ
ン
ク
リ
ゾ
ル
バ


次
世
代

O
PA

C


S
er

ia
ls

 S
o
lu

ti
o
n
sの

S
u
m

m
o
n
や

E
x 

Li
b
ri
sの

Pr
im

o
2
0
0
9
/7

/1
4

2
7

ク
ラ
ウ
ド
・
コ
ン
ピ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ


イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
い
う
ク
ラ
ウ
ド
（
雲

）
の
向

こ
う
側

に
あ
る
シ
ス
テ
ム
か

ら
、
ユ
ー
ザ
が

ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
の

購
入

や
管

理
な
し
に
サ

ー
ビ
ス
を
受

け
ら
れ

る
も
の
。

h
tt

p
:/

/i
tp

ro
.n

ik
ke

ib
p
.c

o
.j

p
/a

rt
ic

le
/C

O
LU

M
N

/2
0
0
8
0
4
1
0
/2

9
8
6
1
6
/よ

り
2
0
0
9
/7

/1
4

2
8
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ク
ラ
ウ
ド
・
コ
ン
ピ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ


イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
い
う
ク
ラ
ウ
ド
（
雲
）
の
向
こ
う
側
に

あ
る
シ
ス
テ
ム
か
ら
、
ユ
ー
ザ
が
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
の
購

入
や
管
理
な
し
に
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る
も
の
。

h
tt

p
:/

/i
tp

ro
.n

ik
ke

ib
p
.c

o
.j

p
/a

rt
ic

le
/C

O
LU

M
N

/2
0
0
8
0
4
1
0
/2

9
8
6
1
6
/よ

り
2
0
0
9
/7

/1
4

2
9

ク
ラ
ウ
ド
・
コ
ン
ピ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

図
書

館
パ

ケ
ジ

図
書
館

図
書

館
パ
ッ
ケ
ー
ジ

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア

ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア

ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア

図
書
館

2
0
0
9
/7

/1
4

3
0

ク
ラ
ウ
ド
・
コ
ン
ピ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ 図
書
館
パ
ッ
ケ
ー
ジ

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

図
書
館

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア

ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア

ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア

ク
ラ
ウ
ド

サ
ビ
ス

図
書
館

サ
ー
ビ
ス

サ
ー
ビ
ス

サ
ー
ビ
ス

サ
ー
ビ
ス

2
0
0
9
/7

/1
4

3
1

仕
様
書

に
関

し
て


S
im

p
le

 &
 Q

u
ic

kの
具

体
化


検
索
結
果
か
ら
ダ
イ
レ
ク
ト
に
文
献
を
入
手

で
き
る
よ
う
、
複

数
の

サ
ー
ビ
ス
ボ
タ
ン
を
用
意

し
た
。


S
aa

S
の

項
目

を
入

れ
た
。


ク
ラ
ウ
ド
・
コ
ン
ピ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
一
形
態


今

後
図

書
館
サ

ー
ビ
ス
の

S
aa

S
化

が
進

む
？


今

後
図

書
館
サ

ビ
ス
の

S
aa

S
化

が
進

む
？


リ
ン
ク
リ
ゾ
ル

バ


次

世
代

O
PA

C


S
er

ia
ls

 S
o
lu

ti
o
n
sの

S
u
m

m
o
n
や

E
x 

Li
b
ri
sの

Pr
im

o
2
0
0
9
/7

/1
4

3
2

164　電子図書館マネジメント



機
関

ポ
ジ

も
う
ひ
と
つ
避
け
て
は
通
れ
な
い
話

機
関

リ
ポ
ジ
ト
リ

2
0
0
9
/7

/1
4

3
3
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